
災害復興時のトレーラーの利用の可能性

第4回「震災対策技術展」

特定非営利活動法人キャンパー
代表理事 飯田芳幸

2013年8月9日

災害時のトレーラーの大規模利用の可能性2012年10月18日

災害時のトレーラー利用について2011年10月20日

石巻市にて利用されているWTPトレーラーの実態と今後の課題

（RISCON2011緊急報告）

（RISCON2012セミナー報告）



WTPとは、キャンピングトレーラーを利用した、相互扶助システムの総称です。残念な

がら日本ではキャンピングトレーラーの認知度が低く、この牽引できる便利な避難所
の、相互扶助を知って頂く前に、キャンピングトレーラーそのものの説明が必要であ
り、この文化を広めるところからがスタートという、長い道のりを歩んでおります。

ホワイトタウンとは、米国連邦緊急事態管理庁（FEMA）が提示する仕様

にあわせ、全米のトレーラー業者が製造したトレーラー（白）で構築され
る仮設住宅群を、イメージしたキャンパーの造語です。

ホワイトタウンプロジェクト（WTP）
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「NPO CAMPERは、キャンピングトレーラーのユーザー団体です」

http://www.camper.ne.jp/tml/

日本最大の
トレーラーユーザーML

１９９８年5月設立
13年でのメール総数
140,000通
登録者1863アドレス
（2012/10/18現在）
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「活動母体（TML）の紹介」



「中越地震を切っ掛けに、息の長い活動を目指し、法人化」

２ 活動

１ 「NPO Camper」とは

キャンプを通じて覚えた調理技術
野外調理機材を活用し
災害時の炊出し活動を行う
特定非営利活動法人です。

2004年10月30日11:18
新潟県小国町役場前

2004/12/1 設立総会開催

2005/3/3 法人登記
会員数97名（全国）

1. 災害救援事業 （炊き出し 東日本大震災では重機隊・ボランティアバス運行）
2. 大量調理システムの研究開発及び普及促進事業 （災害時炊き出しマニュアル）
3. ホワイトタウン推進事業
4. キャンプ場コンサルティング事業
5. ネットワーク環境整備事業
6. 地域防災力向上事業
7. キャンパー育成事業
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「日本調理科学会との共同研究」

200５年共同研究→ 2006年版出版
（埼玉県ステップアップ事業）
調理科学会の栄養一覧を、2時間チャートに変更

炊き出しをシステム化する。

2007年共同研究依頼テーマ
基本メニューを追加加工した
アレルギー食、軟食メニュー開発
→2008年8月出版

2006年共同研究依頼テーマ
日本調理科学会、全国6支部から
地方の特色を致したメニュー作り
各支部より3日分を抜粋し→2007年3月出版

200８年共同研究依頼テーマ
基本メニューの見直し
食の安全・冷凍食材の活用を研究中
→2009年～10年度版として出版

200９年～2011年の共同研究依頼テーマ
調理定数の研究・地方メニューの見直し

2013年8月東日本大震災での経験を踏まえ

第5訂版として、東京法規出版より出版中 5



宮城県石巻市での活動紹介

3月11日～17日
出動準備

1. 情報収集
2. 食材調達
3. 受入れ先調査
4. 宮城支部開設
5. 活動場所決定

資機材3月16日出発

3月19日・20日
湊小学校
3月21日～5月7日
開北小学校
全50日間
配食数 41,330食

3月23日～5月6日
出張配食
• 釜石公民館
• 美土里町
• 不動町
• 鹿妻団地

9月11日 3000食
開北祭り・完全撤収

4月9日～6月30日
泥出し重機隊＋ダンプ
ボランティアバス運行
バキュームカー
ゴミ処理車

5月11日～
ホワイトタウンプロジェクト
災害時避難キャンピングカー運用
7月20日～
おしか家族旅行村オートキャンプ場運営
ボランティア宿泊ベース・支援車両ストックヤード

7月～
新しい公共支援採択事業
埼玉ボランティアバス協議会発足
埼玉県・行田市・和光市・東松山市
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開北小学校炊き出しスタッフ宿泊用トレーラー

焚き出し用テント

キャンピングトレーラー
焚き出し場所移動時

1時間で全台数を撤去し
体育館脇に移動

3月19日～4月19日
までこの場所に駐車
し、5月7日まで炊き
出しを行いました。

5月11日～
ホワイトタウンプロジェクト
災害時避難キャンピングカー運用 7



5月26日
第1回市長面談
トレ‐ラー説明

6月6日
石巻市より
要請文発行

5月27日
JPF共に生きる
ファンド申請

6月30日
第3回市長面談
寄贈了解書類

6月14日
第2回市長面談

WTP説明

6月16日
日本RV協会
協力要請

7月19日
JPF共に生きる
ファンド決定

6月28日
日本RV協会
支援決定

貸与車両
15台

9月11日
WTPトレ6台

8月10日
牡鹿キャンプ場

貸与式

メーカー貸与
キャンパー
持ち込みトレ

5台

経過説明

10月20日の
WTP運用車両

全26台

2011年9月12日亀山石巻市長に提出
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JPF助成WTP専用トレーラー（6台中/新車3台）

WTP基本仕様（新車3台）
メンテナンスを考慮し日本製品を使用
１：エアコン（AC100V）
２：冷蔵庫（AC100V）
３：外部給湯器（LPガス＋AC100V）
４：トイレは撤去 変更項目全93カ所

基本仕様 23項目
内装関連 20項目
給湯器関係 8項目
電装関連 24項目
シンク関係 4項目
窓関係 2項目
収納関係 12項目

＋2台

日本の使用環境に合わせた
細かな改造要望が必要
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ST１(5月11日～開北小学校避難所）

緊急避難的プライベート空間確保

ST2（5月11日～）

避難所から仮設住宅に移行するための生活リハビリ期間

ST3（8月16日～ 石巻市小渕浜よりスタート）

自宅避難者のための敷地内利用

ST4 （7月20日よりおしか家族旅行村テスト運用）

平時キャンプサイトでの有償利用

WTP実運用でのステージ追加 2011年9月12日亀山石巻市長に提出
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新たな復興stage 鮎川浜移動型休憩所運営事業

「みやぎ地域復興支援助成金交付決定」

津波により消滅した鮎川港には観光客を受け入れる施設も無く、かさ上げ工事を進め
ている現段階では恒久的な建築物を建てるすべも無く、現状を憂いでいる。

恒久的な観光施設が出来上がるまでの数年間、かさ上げ工事の進捗状況により、簡単
に移動できるナンバー取得可能サイズトレーラーを活用し、観光客の待合所を設置。

移動型待合所に使用するトレーラー等の機材選択、設置、移動、メンテナンス等は米
国大使館商務部及び米国RV工業会（RVIA）協力の下NPO法人キャンパーが実施。

待合所、物品販売、簡易飲食店等は住民復興プロジェクト「がんばってっちゃ牡鹿プロ
ジェクト委員会」が主体となり実施する。インフォメーションセンターは石巻観光協会鮎
川事務所が担当。

事業の背景

事業の目的

実施体制
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スケルトントレーラー3台鮎川浜に設置 2013年7月16日



スケルトントレーラー3台鮎川浜に設置 2013年7月16日



金華山に渡る仮設浮き桟橋 2013年5月2日オープン



浮き桟橋の正面にてプレオープン2013年7月27日



デッキが出来るまで、仮設テントで仮運用 2013年7月27日



トイレトレーラー 洋式便器4台 汲み取り式タンク内蔵



ST１(5月11日～開北小学校避難所）

緊急避難的プライベート空間確保

ST2（5月11日～）

避難所から仮設住宅に移行するための生活リハビリ期間

ST3（8月16日～ 石巻市小渕浜よりスタート）

自宅避難者のための敷地内利用

ST5 （7月20日よりおしか家族旅行村テスト運用）

平時キャンプサイトでの有償利用

WTP実運用で復興ステージ追加 2013年１月
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ST4（2013年7月25日～ 石巻市鮎川浜よりスタート）

建築制限区域での復興ニーズ対応



Temporary housing (FEMA trailer) East from
New Orleans, Louisiana, May 26, 2006

A damaged house and FEMA trailer near Speckled Trout Lane 
in Grand Isle. Louisiana, April 2, 2006

2013年3月30日RVIA会長より書簡
米国RVIAは、NPOキャンパーが提案するホワイトタウンプロジェクトを

日本版FEMAとして実現に向け協力して行きます。

Use of RVs and RPTs for 
Disaster Relief and Recovery 

災害時に活用できるRV、私たちの願いは同じです。
ホワイトタウンプロジェクト概念図



日本版FEMAの組織化

WTP公益法人
RV文化の拡大

平時運用
モデル事業

災害時運用
モデル事業

RV調達・保守G

行政折衝G災害運用G 平時運用G

広報G

道の駅G

キャンプ場G

市町村G

NGO・NPO G

各グループが連携し全体構想を纏め上げる
例：RV調達・保守G

用途に応じた機材選択及び日本仕様の決定
＊平時・災害時の運用比率によっても仕様が異なる

運用・配車G

災害時運用モデル事業の概要（別紙参照）
事業名：鮎川浜移動型休憩所運営事業
運用場所：石巻市鮎川浜
期間：2013年7月1日～2015年3月末（予定） 災害運用G 市町村G NGO・NPO G

運用・配車G 行政折衝G RV調達・保守G 広報G

RVIAに対し、どんな協力要請をお願いするか？
キャンパーとしてでは無く、全体構想として
早急に返答する必要がある。
WTP実証実験（TML全国オフ）への協力要請。



WTPにご参加ください

次の災害を見据え、WTPに参加してくれた石巻市長に、心より感謝いたします。

WTP参加自治体を募集しております。

市営キャンプ場をお持ちで、WTP車両を購入し、運用を行って頂ける皆さん。

WTPにご参加頂けるのであれば、私達がお手伝いいたします。

キャンプ場の運営・運営コンサルティング。

WTP専用トレーラーの低価格販売。

平時の運用・メンテナンスサポート。

災害時の移動に関するお手伝い。

各種防災講習会の開催。
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